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冬の風物詩 加賀１００万石 金沢兼六園 の 雪吊
り

しばらくお待ちください！

そうだ！ 北陸へ行こう！！
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平成２７年度／ＣＭ２１総会

場 所 新潟東急ＲＥＩホテル ／春日の間

議 題 Ⅰ：平成２７年度 活動報告

Ⅱ：平成２７年度 会計報告 ＆監査報告

Ⅲ：平成２８年度 活動計画（案）

Ⅳ：おたずねします

自 ： 平成２７年０１月０１日

至 ： 平成２７年１２月３１日

日 時 １２月 ４日（金） １７時３０分～



{

Ⅰ：平成２７年度 活動報告

自 ： 平成２７年０１月０１日

至 ： 平成２７年１２月３１日

１．定例活動 （納涼会 ＆ 総会）

２．企画活動 （春編 ＆ 秋編）

３．同好会活動

４．役員会開催

５．広報活動 （ＣＭ２１Ｎｅｗｓ ／他）

６．活躍する仲間たち



１．定例活動（１）

● 開催日 ： ７月１７日（金）１７時３０分～ ● 参加者 ： ２７
名
● 開催場所 ： 楼蘭（ROURAN) ● 幹事 ： 第３グループ

飲
・
食
・
談
・
笑



１．定例活動（２）

平成２７年度 総会 ＆ 忘年会

★開催日（只今開催

中)

1２月０４（金）
１７時３０分から

★開催場所
東急REIホテル

３階春日の間

★参加者
２５名



２．企画活動（春編）

花見だョ！全員集
合・・・！開催日／２０１５年４月２４日（金） 参加者／１９名 ： 幹事／第１グループ

２０１５年春の企画は・・・
観桜・温泉・食事・名刹見学・・・

乙宝寺仁王門

重文三重塔湯元龍泉

宴会風景 石船神社大鳥居諸上寺公園



２．企画活動（秋
編）奥阿賀の錦秋を楽しむ旅
開催日／２０１５年１０月２９日
（木）

参加者／１６名 ： 幹事／第２グループ



３．同好会活動 プラチナ元気組
その１

平成２７年度の初顔合わせは・・・

１月２２日(木）
１６時から

新潟駅南口

楼蘭 で

（Rouran）

新年会を
開催しました

ハイ！チーズ！



３．同好会活動 プラチナ元気組
その２

北越紀州製紙(株)
新潟工場見学会

６月９日（火曜日）に
Ｄｉｓｎｅｙｌａｎｄの１.２倍の
広大な工場内を専用バスでまわり

世界最大級抄紙機 Ｎ-９マシン
(全長２２３ｍ）をはじめとした
工場見学を行ないました

北越紀州製紙㈱新潟工場 全景



３．同好会活動 高友会 その１

大佐渡石名天然杉見学ウォーク
平成２７年１０月１８日（日）

一周約800ｍの遊歩道を
約60分かけて、樹齢200年
～400年の「天然杉」の
見学ウォークをしました。

全国から「名称」を応募
した５本の杉
①象牙杉 ②四天王杉
③大黒杉 ④家族杉
⑤羽衣杉
を興味深く観察しました。
各杉とも、その名の通り
大変良く似ていました。

快晴に恵まれて、自然と
一体となった一日でした。象牙杉



３．同好会活動 高友会 その２

会津ころり三観音巡り
平成２７年１０月26日（月）

高友会のメンバー６名で、
会津三観音（中田観音・
立木観音・鳥越観音）巡り
を行ないました。
中でも立木観音は、像の
高さ7.4ｍ（総高8.5ｍ）で
立木仏としては日本最大級
(国重要文化財)の大きさと
の事でビックリしました。
また、堂内にある「だきつ

き柱」に抱きついて願いご
とをすれば、どんな願いも
｢ころりと叶う｣との事から

全員で抱きついて祈願を行
ないました。

立木千手観音で「記念写真」をパチリ！



４．役員会開催
開催日：奇数月 第３水曜日 １３時 ～

場 所：ユニゾンプラザ ２階 フロアー

　

第 1 回 平 成 ２ ７ 年 ０ １ 月 ２ １ 日 ① 「 平成２７年度／活動計画」について

② 「 春の企画活動」について

＊ 諸上寺公園花見と 瀬波温泉入浴＆昼食＆名刹見学／４月２４日（木）

③ 「 平成２７年度／役員会日程」について

④ ５班の役員交代（陣内峰子さ ん ⇒ 佐藤和子さ ん）

７班夏井役員病気療養中につき、中野健一さ んが代行

第 ２ 回 〃 ０ ３ 月 １ ８ 日 ① 「 春の企画活動」について

＊ 内容確認と 旅行代金支払いについて

第 ３ 回 〃 ０ ５ 月 ２ ０ 日 ① 「 春の企画活動」実施の点検

＊ 桜がチョ ット残念だ ったが、全体的には良い旅行で あった

② 「 平成２７年度／納涼会」について

＊ 担当幹事第３グ ループ より、駅南地区で 開催したい旨の説明あり

第 ４ 回 〃 ０ ７ 月 １ ５ 日 ① 「 平成２７年度／納涼会」最終確認について

＊ ７月１７日（金）１７時３０分～  駅南けやき通り「 楼蘭」で 開催決定

＊ 出席者２７名 （出席率７７％）

② 「 秋の企画活動」について

＊ 担当幹事の第２グ ループ より、企画内容の説明があった

第 ５ 回 〃 ０ ９ 月 １ ６ 日 ① 「 秋の企画活動」について

＊ 奥阿賀の錦秋を楽しむ旅 ／ １０月２９日（木）開催で 決定

② 「 平成２７年度／ＣＭ２１総会＆忘年会」開催について

＊ １２月４日（金）「 新潟東急ＲＥＩ」にて 開催を決定

第 ６ 回 〃 １ １ 月 １ ８ 日 ① 「 平成２７年度／ＣＭ２１総会＆忘年会」内容確認の件

② 「 平成２７年度／ＣＭ２１会計報告＆会計監査」の件

③ 「 平成２８年度／活動計画（案）」について

開　 催　 月　 日 決　 議　 内　 容
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に

酔

っ
ぱ

ら

っ
て

」

、
気

が

つ

け

ば

予

定

時

間

を

１

時

間

も

オ
ー

バ
ー

し

て

お

り

ま

し

た

。

中

締

め

を

百

﨑

進

さ

ん

か

ら
「

よ
ー

ぉ

っ
！

シ

ャ
シ

ャ
シ

ャ
ン

・

シ

ャ
シ

ャ
シ

ャ
ン

・

シ

ャ
シ

ャ
シ

ャ
ン

シ

ャ
ン

・

・

・

・

」
と

、

景

気

よ

く
「

三

本

締

め

」
で

締

め

て

頂

き

、
代

表

幹

事

の

古

川

さ

ん

の
「

解

散

！

」
の

言

葉

で
「

二

〇

一

五

年

／

納

涼

会

」
は

お

開

き

と

な

り

ま

し

た

。

今

夜

の
「

元

気

パ

ワ
ー

」
で

暑

い

夏

を

乗

り

切

り

ま

し

ょ
う

！

！
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七

月

十

七

日

（
金

）
午

後

五

時

三

〇

分

か

ら
「

二

〇

一

五

年

度

／

Ｃ

Ｍ

２

１

納

涼

会

」
を

開

催

し

ま

し

た

。

今

回

の

企

画

担

当

で

あ

る

第

３

グ

ル
ー

プ

の

幹

事

さ

ん

が

初

め

て

駅

南

地

区

に

足

を

向

け

て

会

場

探

し

を

行

な

っ
て

く

れ

て

、
シ

ル

ク

ロ
ー

ド

の

浪

漫
「

楼

蘭

の

美

女

」
に

思

い

を

馳

せ

る

、
そ

の

名

も
「

楼

蘭

(

R

o

u

r

a

n

)

」

で

行

な

う

事

に

な

り

ま

し

た

。
上

海

ス

タ

イ

ル

と

和

風

ダ

イ

ニ

ン

グ

を

ひ

と

つ

に

し

た

三

宝

グ

ル
ー

プ

が

経

営

す

る

レ

ス

ト

ラ

ン

で

す

が

、
店

内

に

は
「

寿

司

カ

ウ

ン

タ
ー

」

や
「

ウ

ェ
イ

デ

ィ
ン

グ

Ｂ

Ａ

Ｒ

」
な

ど

も

あ

り

、
最

上

階

に

は
「

貸

切

パ
ー

テ

ィ
フ

ロ

ア

」
も

あ

る

と

い

う

オ
ー

ル

ラ

ウ

ン

ド

な

レ

ス

ト

ラ

ン

で

す

。

当

日

は

台

風

十

一

号

の

影

響

で

、
各

地

で
「

強

風

・

豪

雨

河

川

の

氾

濫

」
な

ど

の

被

害

が

出

て

お

り

、
そ

の

影

響

が

心

配

さ

れ

ま

し

た

が

、
幸

い

新

潟

地

方

は
「

強

風

と

猛

暑 事務局 発行
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と

一

時

雨

」
で

大

し

た

こ

と

も

な

く

、
開

始

時

間

前

に

は

２

７

名

の

方

が

集

ま

っ
て

再

会

を

喜

び

合

い

ま

し

た

。

恒

例

の

、
岡

カ

メ

ラ

マ

ン

に

よ

る
「

記

念

写

真

撮

影

」
の

あ

と

、
本

日

の

代

表

幹

事

／

古

川

さ

ん

の

司

会

進

行

で

、

高

見

会

長

か

ら
「

開

会

の

挨

拶

＆

乾

杯

の

発

声

」
を

頂

き

「

二

〇

一

五

年

／

Ｃ

Ｍ

2

1

納

涼

会

」
を

ス

タ
ー

ト

し

ま

し

た

。
続

い

て

事

務

局

か

ら

、
「

幻

の

王

国

／

楼

蘭

」
の

資

料

説

明

と

、
前

回

の
「

瀬

波

路

／

お

花

見

の

旅

」
で

お

披

露

目

し

た
「

会

歌

／

若

い

な

か

ま

！

」
の

歌

詞

カ
ー

ド

を
「

携

帯

に

便

利

な

名

刺

サ

イ

ズ

に

リ

ニ

ュ
ー

ア

ル

し

ま

し

た

」
と

の

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

「

挨

拶

と

報

告

は

短

い

方

が

良

い

・

・

・

」
と

の

例

え

も

あ

り

、
こ

の

後

は

ギ

ン

ギ

ン

に

冷

え

た

生

ビ
ー

ル

や

日

本

酒

・

焼

酎

・

カ

ク

テ

ル

等

の
「

飲

み

放

題

メ

ニ

ュ
ー

」
の

飲

み

物

が

各

テ
ー

ブ

ル

を

飾

り
『

飲

・

食

・

談

・

笑

』
の

清

涼

感

溢

れ

る

楽

し

い

娯

し

い

納

涼

会

の

突

入

と

な

り

ま

し

た

。
本

日

の

仕

切

り

屋

で

あ

る

古

川

さ

ん

が

、
い

つ

も

は
「

ク

ジ

番

号

」
で

決

め

て

い

る

席

順

を

、
一

人

一

人

の

「

名

入

箸

袋

」
で

用

意

し

て

く

れ

て

、
本

日

の

「

記

念

品

」
と

し

て

持

ち

帰

れ

る

よ

う

な

工

夫

を

し

て

く

れ

ま

し

た

。

次

か

ら

次

へ

と

出

て

来

る

美

味

し

い

料

理

に

舌

鼓

を

打

ち

、
グ

ラ

ス

の

数

が

増

す

う

ち

に
『

各

テ
ー

ブ

ル

を

ビ
ー

ル

片

手

に

渡

り

歩

く

人

／

肩

を

抱

き

合

い

呵

呵

大

笑

す

る

人

／

酔

い

過

ぎ

て

寝

そ

べ

る

人

／

コ

ッ
ク

リ

コ

ッ
ク

リ

と

船

を

漕

ぐ

人

』
と

、
「

大

い

に

盛

り

上

が

り

」
「

大

い

司会者挨拶会長挨拶＆乾杯発声

事務局の資料説明＆光景

地元新潟のグローバル企業にふれた「実りある」工場見学会でした。

東 京 Ｄｉ ｓｎｅ ｙ Lａｎｄの １．２倍 の広 さ を 誇る

楼蘭への砂漠

広大な 工場構内を バ スで ま わり 、市 道を 跨い で 建 て ら れた 、戦 艦大 和に

６月９日（火）、プ ラ チ ナ 元気 組の メ ンバ ー

７名 で 、北 越紀 州製 紙( 株) 新潟 工場 の工

場見学会を実施しました。
 シルクロー ド ロマン

幻の王国　楼蘭（Rouran)

同好会活動

プラチナ元気組
製紙工場見学会

百﨑進さんの三本締め

匹敵する長さの『世界最大級抄紙機／Ｎ９マシン』の見学を行ないました。

抄紙幅１０ｍの紙が、毎分１６００ｍ（時速にして １００ｋｍ）のスピードで 製 造さ

れる様子は圧巻で した 。こ れだ けの巨大マ シ ンにも 拘 らず 従業 員の 姿は

殆 ど 見 受 けら れず 、コ ンピ ュー タ ー 制御 で 稼 働し て い ると の事 で し た 。

復元された
楼蘭の美女

日

本

の

夏
楼

蘭

の

宴
名 入 箸 袋

菅井甚右エ門・哲氏

題名 ： 「 不戦」
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中

野

健

一

さ

ん

の

ダ

ン

ス

サ
ー

ク

ル

が

、
介

護

施

設
「

ふ

れ

あ

い

の

杜

」
を

訪

問

。
「

歌

と

踊

り

」
で

お

年

寄

り

と

交

流

し

ま

し

た

。

グ

ル
ー

プ

H

O

M

E

矢

代

田

ふ

れ

あ

い

の

杜
を

訪

問

夢

の

ダ

ン

ス
 

第

十

回

目

は

・

・

・

県

内

の

書

道

家

の

作

品

を

集

め

た
「

第

三

十

回

記

念

／

新

潟

県

書

道

協

会

会

員

展

」
が

、
七

月

二

十

四

日
～

二

十

八

日

ま

で

、
「

新

潟

県

民

会

館

３

階

ギ

ャ
ラ

リ
ー

」
で

開

催

さ

れ

、
書

道

協

会

会

員

の

作

品

な

ど

３

２

０

点

が

展

示

さ

れ

ま

し

た

。

同

協

会

会

員

の
「

菅

井

哲

郎

（
菅

井

甚

右

エ

門

・

哲

）
さ

ん

」
も

、
墨

痕

淋

漓

な

作

品
「

不

戦

」
を

出

展

を

し

て

お

り

ま

し

た

。
背

景

に

配

し

た

赤

色

が
「

戦

争

に

よ

る

流

血

の

痛

ま

し

さ

」
を

連

想

さ

せ

て

、
戦

争

の

不

条

理

さ

を

痛

感

さ

せ

ら

れ

る

作

品

で

し

た

。
子

供

や

孫

の

為

に

も

、
戦

争

の

な

い

平

和

な

国

家

を

作

り

上

げ

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

趣味のダンスを活かして ボランティア活動

　中野健一さんの ダンスサークル

十

月

十

二

日

付

新

潟

日

報
「

日

報

読

者

文

芸

」
で

、
4

班

の

齋

藤

昇

さ

ん

の
「

川

柳

」
が

入

選

掲

載

さ

れ

ま

し

た

。

華

や

か

に

パ

ッ
と

咲

い

て

消

え

ゆ

く

花

火

。
そ

の

余

韻

が

夜

の

し

じ

ま

に

と

け

込

ん

で

い

く

情

景

が

目

に

浮

か

び

ま

す

。

角

神

ダ

ム

湖

遊

覧

船

乗

り

場

清

川

高

原

保

養

セ

ン

タ
ー

　 　  ２０１５年11月１３日発行　 　 　 　 　 College mate ２１  Ｎews　  第 ２０ 号　    　   （編集責任者 ： 安達　 孝）

ﾒ
ｲ
ﾄ

カ
レ
ッ

ジ

21

Ｎews

２

０

１

５

年

秋

の

企

画

は

、
昨

春

に

実

施

し

た
「

奥

阿

賀

紀

行

」
の

第

二

弾

と

し

て

、
「

奥

阿

賀

の

錦

秋

を

楽

し

む

旅

」
を

行

な

う

事

に

な

り

ま

し

た

。

昨

年

の

春

と

同

じ
「

第

２

グ

ル
ー

プ

」
の

幹

事

さ

ん

が

、

「

奥

阿

賀

の

桜

を

満

喫

し

た

か

ら

、
今

度

は

奥

阿

賀

の

紅

葉

を

愛

で

る

こ

と

に

し

よ

う

ョ
！

」
と
「

奥

阿

賀

の

旅

／

秋

バ
ー

ジ

ョ
ン

」
と

し

て

企

画

を

立

て

て

く

れ

ま

し

た

。

十

月

二

十

九

日

（
木

）
朝

８

時

、
い

つ

も

の

集

合

場

所

の

「

新

潟

駅

南

口

」
に

十

五

名

の

方

々

が

集

ま

り

ま

し

た

が

（
参

加

者

は

十

六

名

。
西

村

さ

ん

は

現

地

で

合

流

）

、
今

回

は
「

体

調

不

良

」
や
「

残

念

！

日

程

が

合

わ

な

い

よ

」

と

い

う

人

が

続

出

し

て

、
い

つ

も

の

６

割

強

の

参

加

で

チ

ョ

ッ
ト

寂

し

い

旅

行

に

な

っ
て

し

ま

い

ま

し

た

。

然

し

、
そ

こ

は

元

気

溢

れ

る
「

Ｃ

Ｍ

２

１

メ

ン

バ
ー

」
の

事

。
「

紅

葉

と

♨
と

美

味

し

い

お

酒

を

満

喫

す

る
ゾ

」
と

「

奥

阿

賀

観

光

の

送

迎

バ

ス

」
に

乗

り

込

ん

で
「

紅

葉

色

づ

く

奥

阿

賀

路

」
を

目

指

し

て

出

発

し

ま

し

た

。

今

回

の

旅

メ

ニ

ュ
ー

は

、
「

奥

阿

賀

遊

覧

船

か

ら

の

紅

葉

狩

り

」
と
「

清

川

高

原

保

養

セ

ン

タ
ー

で

の

温

泉

＆

昼

食

＆

宴

会

＆

カ

ラ

オ

ケ

」
を

メ
ー

ン

に

し

た
「

晩

秋

を

満

喫

す

る

奥

阿

賀

紀

行

』
と

な

り

ま

す

。
旅

の

始

ま

り

は

、
当

初

の

予

定

を

変

更

し

て
「

芦

沢

高

原

ハ
ー

バ

ル

パ
ー

ク

」

で

秋

の

花

の

鑑

賞

と

な

り

ま

し

た

。
そ

の

後

予

定

に

な

か

っ
た
「

不

動

滝

」
で

西

村

さ

ん

と

合

流

、
水

量

豊

か

な

不

動

瀑

布

の

マ

イ

ナ

ス

イ

オ

ン

を

た

っ
ぷ

り

浴

び

ま

し

た

。

角

神

ダ

ム

湖

遊

覧

船

乗

り

場

に

移

動

し

て

、
阿

賀

町

出

身

の

同

級

会

メ

ン

バ
ー

の

方

と

一

緒

に

乗

船

。
埼

玉

出

身

の

船

頭

さ

ん

の

名

ガ

イ

ド

で
「

湖

上

か

ら

の

紅

葉

狩

り

」
の

大

名

気

分

を

味

わ

い

ま

し

た

。
湖

畔

の

木

々

の

色

づ

き

と

山

裾

の

紅

葉

が

進

ん

で

い

て
「

錦

秋

の

秋

」
を

満

喫

で

き

ま

し

た

。
清

川

高

原

保

養

セ

ン

タ
ー

に

向

う

途

中

、
菅

井

さ

ん

の
「

止

め

て

！

」
の

大

声

に

皆

が

ビ

ッ
ク

リ

し

ま

し

た

が

、
菅

井

さ

ん

が

揮

毫

し

た

３

施

設

の

看

板

が

あ

っ
た

と

の

事

で

し

た

。
十

一

時

五

十

五

分

、
清

川

高

原

保

養

セ

ン

タ
ー

に

到

着

。
早

速
「

美

肌

の

湯

」
に

湯

っ
た

り

と

浸

か

っ
て

、
心

身

と

も

に

リ

フ

レ

ッ
シ

ュ
し

ま

し

た

。
　

本

日

の

幹

事

中

野

さ

ん

の

進

行

で
「

宴

会

」
を

ス

タ
ー

ト

高

見

会

長

の
「

乾

杯

の

発

声

」
で

美

味

し

い

料

理

に

囲

ま

れ

た
「

真

昼

の

大

宴

会

」
に

突

入

し

ま

し

た

。

清

川

高

原

保

養

セ

ン

タ
ー

名

物

の
「

鰈

の

か

ら

揚

げ

」
が

運

ば

れ

て
「

宴

も

た

け

な

わ

」
に

な

っ
た

頃

、
ご

当

地

の

西

村

さ

ん

を

皮

切

り

に

、
古

川

さ

ん

・

高

見

さ

ん

・

野

口

さ

ん

・

神

門

さ

ん

・

菅

井

さ

ん

・

・

・

他

が

自

慢

の

喉

を

披

露

し

て

の
「

カ

ラ

オ

ケ

大

会

」
が

始

ま

り

ま

し

た

。

飲

み

・

歌

い

・

笑

い

の

楽

し

い

ひ

と

時

も
「

お

開

き

」
の

時

を

迎

え

て

、
古

川

さ

ん

リ
ー

ド

で

全

員

で
「

会

歌

／

若

い

な

か

ま

」
を

歌

っ
て

お

開

き

と

し

ま

し

た

。

西

村

さ

ん

と

保

養

セ

ン

タ
ー

で

お

別

れ

し

て

、
「

三

川

観

第 ２０ 号

光

き

の

こ

園

」
で

見

学

と

買

物

を

楽

し

み

ま

し

た

。
雨

の

た

め

予

定

し

て

い

た
「

将

軍

杉

」
の

見

学

を

中

止

し

て

、
道

の

駅
「

阿

賀

の

里

」
で

ト

イ

レ

休

憩

と

買

物

の

後

、
新

潟

駅

南

口

を

目

指

し

て

帰

路

に

着

き

ま

し

た

。
予

定

よ

り

三

十

分

早

い

十

七

時

に

全

員

無

事

に

到

着

し

、
「

お

疲

れ

さ

ま

で

し

た

。
ま

た

会

お

う

ね

！

」
と

再

会

を

約

束

し

て
「

奥

阿

賀

の

旅

」
を

解

散

を

し

ま

し

た

。

活 躍 する仲 間 たち 活 躍 す る仲 間 たち

2015年秋の企画 奥阿賀紀行第二弾 「 奥阿賀の錦秋を楽しむ旅」

花
火
果
て
残
る
や
余
韻
夜
の
し
じ
ま

日報読者文芸

菅
井
さ
ん
揮
毫
の

看
板
で
す
・
・
・

芦原高原ハーバルパーク

遊
覧
船
か
ら

の

紅
葉

宴会風景

奥阿賀遊覧船

熱
唱



{

５．広報活動 ３

君には君の　夢があり
僕には僕の　夢がある
みんなの夢を　よせあえば
希望がふくらむ　夢となる
若い若い　若いなかまの
ことだもの

君には君の　歌があり
僕には僕の　歌がある
みんなで歌を　唄ったら
たのしく晴れる　青い空
若い若い　若いなかまの
ことだもの

君には君の　道があり
僕には僕の　道がある
みんなで仲良く　肩組んで

明日
ア シ タ

に向かって　はずむ足
熱い熱い　熱い　　  の
仲間たち

     C M ２１ 広 報  （ 2015年４月２４日 ）

                  （ カレッジメイト２１ みんなの歌 ／ 会歌 ）

 　　 Oh ! !     カレッジメ イト ２１

  （昭和37年 ／ 杉本夜詩美・作詞 ： 遠藤実・作曲 ： 北原謙二・歌）

        　　　若
ワカ

い なかま！ （ 原曲
モトウタ

 ： 若い二人 ）

          《 私達は 熱い絆で結ばれた 若い若～い仲間たちです 》

替え歌作詞／事務局 ： 安達

新しい名札ができました！

「カレッジメイト２１」の活動も５年目に入ったことから、年４回の

「企画活動」で使用する「名札」をリニューアルして、写真の様

な名札を作成しました。

木札を使った「千社札風」として、男性は青色の地模様 ・ 女性

はオレンジ色の地模様で、男性用・女性用共に、表面は「漢字で

苗字と名前」、裏面は「平仮名で苗字のみ」の表記としました。

千社札の書体は「江戸文字」ですが､「江戸文字書体」がなかっ

た為、京都の年末風物詩「南座のまねき」に使われる「勘亭流」

の書体としました。これまでの名札と併用して行きます。



６．活躍する仲間たち (１）

新春新潟の美術作家小品展
２/１７～２/２２　 新潟三越にて

２/１０～２/１５　 新潟三越にて

題名 ： 海鳴り

題名 ： 薫風

二〇一五

菅井甚右エ門・哲さん作品

斎 藤  昇さん作品



第３０回／新潟県書道協会会員展

６．活躍する仲間たち (２）

菅
井
甚
右
エ
門
・
哲

さ
ん

作
品

題
名

／
不
戦

平成２７年７月２４日～２８日
新潟県民会館 ３階ギャラリー

趣味のダンスを活かして

ボランティア活動

中野健一さん のダンスサークル！！

① 第１０回 夢のダンス・・・は
矢代田／ふれあいの杜 を訪問

そ
れ
は
人
類
の
願
い
で
す

② 第１２回 夢のダンス・・・は
神門さんの福祉活動「新潟まちの駅」とJoint
「横井デイサービス笑顔」を訪問



６．活躍する仲間たち (３）
第４７回 新 潟 市 展

前期 ： １０月１４日～１０月１８日 ／ 洋画・彫刻・工

芸・版画後期 ： １０月21日～１０月25日 ／ 日本画・写真・書道

新潟市美術館にて

菅
井
甚
右
エ
門
・
哲
さ
ん

作

品

「
い
ま
を
い
き
る

」

花
火
果
て
残
る
や
余
韻
夜
の
し
じ
ま

十
月
十
二
日
付
新
潟
日
報
「
日
報
読
者
文
芸
」
で

齋
藤
昇
さ
ん
の
川
柳
が
、
入
選
掲
載
さ
れ
ま
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

馬場光義さん作品 「 どろんこあそび」



６．活躍する仲間たち (４）

市防犯活動功労者表彰

高見さん受賞
おめでとうございます

10月21日新潟市役所で

篠田市長より表彰を
受ける高見さん

(新潟日報 記事より）

前期11月14日～11月20日
後期11月22日～11月29日
新潟県民会館ギャラリー

斎藤昇さん作品

「海鳴り」

菅井甚右衛門・哲さん
作品「川柳六首」

あ
の
世
で
も
ふ
た
た
び
夫
婦
し
ま
せ
ん
か

サ

プ

リ

飲

み

無

駄

な

抵

抗

し

て

み

よ

う

芽

吹

く

樹

々

フ

ッ
フ

フ

フ

ッ
と

笑

い

出

す

神

棚

の

裏

に

昭

和

を

隠

し

て

る

戦

前

派

便

利

で

不

便

ワ

ン

タ

ッ
チ

エ

レ

ガ

ン

ト

に

水

面

を

滑

る

夏

の

蛇



Ⅱ：平成２６年度
会計報告＆監査報告

自：平成２７年０１月０１日
至：平成２７年１１月１５日

① 会計報告 ・・・・ 事務局
（ 別紙資料の通りとなります ）

② 会計監査員交代の件
夏井さん退会の為 ⇒ 中野健一さんに交代

③ 会計監査報告・・・中野会計監査委員



① 会計報告

② 会計監査報告
「平成２７年度／会計報告書
及び監査報告書 」 は、
右のとおりとなります。

この報告書は、平成２７年度
1月1日 ～ 11月１５日までの
「中間報告」です。
11月１６日 ～ 12月31日ま

で
の「年度末報告」は、年度末
決算のうえ､改めて報告致
します。

スライドでは､内容が不鮮明
のため、詳細は配布の報告
資料をご参照下さい。



Ⅲ：平成２８年度活動計画

自：平成２８年０１月０１日
至：平成２８年１２月３１日



Ⅳ：おたずねします！！

１）ＣＭ21の活動方法について（どちらが良いですか？）

①活動期限を決めて、在籍期間制度を設けた方法がいいですか？
｢目標期間までガンバロウ！」とのメリハリが出るとの意見があります。

②活動期限は設けず、自分がリタイヤするまで続ける方法がいいですか？
｢折角の仲間達なので、期限は切らずに自分が止むを得ずリタイヤする
状況になるまで続けたい！」との意見があります。

２）これまでに色々な事情で退会された方について

①復会する考えがあれば認めてもいいですか？

②復会を「希望する」「希望しない」の問合せを行なってみた方が
いいですか？



Ｓｅｅ Ｙｏｕ Ｎｅｘｔ Ｙｅａｒ！

Ｃｏｌｌｅｇｅ ｍａｔｅ ２１ 事
務局 T.A

一年間 ありがとうございました !

来年も よろしくお願いします

I'll be back・・・

五郎丸ポーズ

五郎丸 歩 選手 (ＦＢ）



東急ＲＥＩホテルさん

これまで

大変お世話になりました

心より厚く御礼申し上げます

Ｃｏｌｌｅｇｅ ｍａｔｅ

２１ 一同
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